
令和元年６月１日

月 令和元年度 主要事業計画

４
屏風山山開き祭 （6日）
小里城跡整備祈願祭 （13日）
通常総会 （25日）

５
いいなっつ農園 苗植え （18日）
稲津ふれあい映画館 （25日）

６

広報紙26号発行
稲津町青少年育成町民会議 （6日）
春の花いっぱい事業 （7日）
屏風山登山と山の音楽会 （29日）

７
小里城跡、止静庵跡、
水洗・中学校線桜並木整備事業 （13日）
町民夏まつり （27日）

８ お年寄りと子どものふれあい広場 （21日）

９ 町民ふれあい大運動会 （29日）

10
いいなっつ農園 収穫祭 （12日）
稲津町文化祭 （26・27日）

11
秋の花いっぱい事業 （1日）
小里川ダム湖周ウォーキング （10日）

12 まちづくり年末イベント （14日）

1 広報紙27号発行

2
稲津町青少年育成町民会議 （6日）
いなつフォークビレッジ （8・9日）

３ すぷりんぐコンサート （7日）

令
和
元
年
度
（
平
成
三
十
一
年
度
）
第

十
二
回
通
常
総
会
（
通
期
二
十
二
回
）
を

四
月
二
十
五
日
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
多
く
の
方
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
十
年
度
も
町
内
各
種
関
連
団
体
と
連
携
の
も
と
、
多
く
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

四
月
の
屏
風
山
山
開
き
、
小
里
城
跡
整
備
祈
願
祭
で
ス
タ
ー
ト
し
、

稲
津
町
民
は
も
ち
ろ
ん
瑞
浪
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
る
「
大
切
な
自
然
の

財
産
」
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
は
台
風
の
接
近
で
「
町
民
ふ
れ

あ
い
大
運
動
会
」
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
計
画
は
順
調

に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
事
業
実
施
に
あ
た
り
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

稲
津
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
稲
津
公
民
館
事
業
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に

取
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
で
町
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
市
外
か
ら
参
加
さ

れ
る
方
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

年
間
の
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
の
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。「
稲
津
ま
ち
づ
く
り
」で
は
世
代
間
の
交
流
を
意
識
し
て
事
業

展
開
を
し
て
い
ま
す
。
園
児
・
稲
子
連
・
長
寿
会
の
協
力
を
い
た
だ
い
て

「
い
い
な
っ
つ
農
園
」や「
お
年
寄
り
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」を
開

催
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
活
躍
の「
ふ
れ
あ
い
映
画
館
」「
稲
津
町

民
大
運
動
会
」「
夏
ま
つ
り
」「
稲
津
町
文
化
祭
」等
々
、
各
種
事
業
に
本

当
に
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
令
和
へ
と
元
号
も
改
ま
り
一
段
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
引
き
続
き
、
区
長
会
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
関
連
団
体
、

専
門
部
会
の
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

公
民
館
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
稲
津
」
の
創
造
に
向
け
て
、

行
政
・
区
長
会
と
ま
ち
づ
く
り
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。
又
、
今
年
か
ら
ま
ち
づ
く
り
で
は
事
業
実
施
に
際
し
て
は
万

が
一
の
非
常
事
態
に
備
え
て
の
訓
練
を
、
各
事
業
に
組
入
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

事
業
計
画
と
収
支
予
算
書
に
つ
い
て
も
ご
確
認
い
た
だ
き
、
さ
ら
な

る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

ますます元気なまちづくり！

　今年度も楽しい企画がめじろおしです。
是非、皆さんの参加をお待ちしています。
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平成30年度　活　動　計　算　書
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

特定非営利活動法人　明日の稲津を築くまちづくり推進協議会
（単位：円）

科　　　目 金　　　額
Ⅰ　経常収益
１　受取会費
賛助会員受取会費 100,000 100,000
２　受取助成金等
町費助成金 等 2,050,000
夢づくり交付金 1,235,000 3,285,000
３　事業収入
指定管理料 8,402,000
公民館使用料 883,560
講座受講料 58,605
チケット売上 148,900
文化祭等売上 184,800
登山農園参加費 11,100 9,688,965
４　その他収益
印刷コピー代 231,756
雑入祝儀等 49,450
受取利息 181 281,387
経常収益計 13,355,352
Ⅱ　経常費用
１　事業費
(1) 人件費
給料手当 4,099,031
法定福利費 595,988
福利厚生費 118,152
人件費計 4,813,171
(2) その他経費
消耗品費 1,486,409
企画運営費 127,512
燃料費 3,580
食糧費 259,044
委託料 137,580
諸謝金 91,128
助成金 148,000
協賛金 45,000
報償費 688,692
通信費 65,620
負担金 33,490
印刷事務費 227,934
使用料 271,304
その他経費計 3,585,293
事業費計 8,398,464
２　管理費
(1) 人件費
給料手当 1,756,728
法定福利費 255,424
福利厚生費 50,636
人件費計 2,062,788
(2) その他経費
消耗品費 55,232
使用料 154,800
手数料 4,900
役務費 131,940
委託料 1,222,575
通信費 19,490
旅費研修費 30,106
会議費 10,150
使用料及び賃借料 50,000
交際費 114,236
公課費 155,100
事務費 2,448
慶弔費 53,736
修繕費 20,000
減価償却費 256,326
その他経費計 2,281,039
管理費計 4,343,827
経常費用計 12,742,291
当期経常増減額

Ⅲ　経常外収益
経常外収益計
Ⅳ　経常外費用
経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額 613,061
前期繰越正味財産額 5,536,883
次期繰越正味財産額 6,149,944

令和元年度　活　動　予　算　書
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

特定非営利活動法人　明日の稲津を築くまちづくり推進協議会
（単位：円）

科　　　目 金　　　額
Ⅰ　経常収益
１　受取会費
賛助会員受取会費 100,000 100,000

２　受取助成金等
町費助成金 等 2,050,000
夢づくり交付金 1,228,000 3,278,000

３　事業収入
指定管理料 8,649,000
公民館使用料 848,000
講座受講料 60,000
チケット売上 180,000
文化祭等売上 210,000
登山農園参加費 10,000 9,957,000

４　その他収益
印刷コピー代 246,000
雑入祝儀等 35,000
受取利息 281,000

経常収益計 13,616,000
Ⅱ　経常費用
１　事業費
(1) 人件費
給料手当 4,625,000
法定福利費 770,000
福利厚生費 132,000
人件費計 5,527,000
(2) その他経費
消耗品費 1,353,000
企画運営費 180,000
燃料費 23,000
食糧費 365,000
賃借料 90,000
諸謝金 410,000
助成金 154,000
協賛金 50,000
報償費 510,000
通信費 75,000
負担金 30,000
印刷事務費 227,000
使用料 342,000
手数料 10,000
委託料 135,000
その他経費計 3,954,000
事業費計 9,481,000

２　管理費
(1) 人件費
給料手当 1,983,000
法定福利費 330,000
福利厚生費 56,000
人件費計 2,369,000
(2) その他経費
消耗品費 100,000
使用料 155,000
手数料 10,000
役務費 133,000
委託料 1,260,000
通信費 50,000
旅費研修費 62,000
会議費 60,000
使用料及び賃借料 50,000
交際費 55,000
公課費 260,000
事務費 3,000
慶弔費 30,000
減価償却費 290,000
その他経費計 2,518,000
管理費計 4,887,000

経常費用計 14,368,000
当期経常増減額

Ⅲ　経常外収益
経常外収益計
Ⅳ　経常外費用
経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額 -752,000
前期繰越正味財産額 6,149,944
次期繰越正味財産額 5,397,944

特定非営利活動に係る事業会計財産目録
平成31年3月31日　現在

特定非営利活動法人　明日の稲津を築くまちづくり推進協議会
全事業所 （単位：円）

《　資産の部　》

【流動資産】

（現金・預金）

普通預金 3,009,691

定期預金 1,616,826

現金・預金　計 4,626,517

流動資産合計 4,626,517

【固定資産】

（有形固定資産）

什器　備品 1,670,944

有形固定資産　計 1,670,944

固定資産合計 1,670,944

資産の部　合計 6,297,461

《　負債の部　》

【流動負債】

預り金 147,517

流動負債合計 147,517

負債の部　合計 147,517

正味財産 6,149,944

１．まちづくり推進事業
 ①いいなっつ農園 5月19日・10月13日
 ②町民夏まつり（実行委員会） 7月29日
２．社会教育推進事業
 ①稲津町文化祭協力事業 10月27・28日
３．文化・芸術・スポーツの推進事業
 ①稲津ふれあい映画館「ナミヤ雑貨店の奇蹟」 5月26日
 ②稲津町民ふれあい大運動会（実行委員会） 台風のため中止
 ③まちづくり年末イベント「クリスマスコンサート」 12月8日
 ④すぷりんぐコンサート 3月9日
４．環境保全事業
 ①稲津花いっぱい運動（各子ども会、各長寿会他） 6月、11月

 ②屏風山登山（雨天のため、山の音楽会のみ中止） 6月23日
５．地域安全推進事業
 ①町内巡回事業（稲津青パト隊） 年50回
 ②町内交通安全活動（交通安全稲津分会他） 月2回
 ③年末夜警（第四分団他） 12月
６．社会福祉事業
 ①お年寄りと子どものふれあい広場 8月22日
 ②みんなで楽しいお正月 1月7日
７．子どもの健全育成事業
 ①稲津町青少年育成町民会議 6月､2月
 ・あいさつ運動（6回）
８．会議・委員会報告

 ①理事役員会（理事 ･評議員合同会議） 開催数　12回
 ②指定管理委員会 開催数　 2回
 ③広報委員会 発行回数　 2回
９．稲津公民館の管理運営
 ①ロビー展示（毎月）、各種教室、講座の開催
 ②公民館アンケートの実施 3月
 ③公民館運営委員会 開催数　 2回
10．その他

まちづくり加盟32団体が通常活動として、年間を通し
て、生涯学習活動、地域推進活動、自然・環境美化活動、
健康福祉活動、教育活動、安全・防犯・防災活動、産業活
動を展開し「ふるさと稲津」の創造に向けて活動しています。

平成30年度　事業別報告書（主な活動のみ記載）

令和元年度　瑞浪市夢づくり地域交付金
通常事業

 （単位：円）

事　　業　　名 金　　額

まちづくり推進事業 74,000

文化・芸術・スポーツ推進事業 724,000

環境保全事業 233,000

社会福祉推進事業 20,000

青少年健全育成事業 40,000

まちづくり情報発信事業 137,000

合　 　計 1,228,000

新しい情報随時更新中！

稲津まちづくりホームページ

http://www.ii-nuts.jp/
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特定非営利活動法人
明日の稲津を築くまちづくり推進協議会

組 図識

理　事　会 事　務　局監　　　事

総　　　会

広報委員会

各実行委員会
公民館運営委員会

総　務
会　計

まちづくり担当役員名簿
まちづくり担当部会等 NPO役職名 氏　　　名
総 括 理 事 長 伊　藤　　　治
事 務 局 副 理 事 長 勝　股　　　敬
事 務 局 　 会 計 副 理 事 長 勝　股　清　治
自然・環境美化部会 理 事 板　垣　城　二
生 涯 学 習 部 会 理 事 井　箟　久　長
地 域 推 進 部 会 理 事 西　尾　治　徳
健 康 ・ 福 祉 部 会 理 事 後　藤　　　修

〃 理 事 水　野　富　治
〃 理 事 小　林　秋　博

教 育 部 会 理 事 小　栗　正　敏
〃 理 事 和　田　さき子

安全・防犯・防災部会 理 事 稲　葉　俊　光
〃 理 事 西　尾　佳　紀
〃 理 事 和　田　建　司
〃 理 事 後　藤　　　東

産 業 部 会 理 事 岩　島　康　雄
〃 理 事 小　林　由　和

自然・環境美化部会 評 議 員 今　井　　　收
〃 評 議 員 岩　島　房　夫

生 涯 学 習 部 会 評 議 員 中　山　尚　子
地 域 推 進 部 会 評 議 員 小　倉　由紀子
教 育 部 会 評 議 員 鵜　飼　宗　稔

〃 評 議 員 熊　澤　博　隆
安全・防犯・防災部会 評 議 員 小木曽　幸　一
産 業 部 会 評 議 員 酒　井　尚　美

監 事 水　野　　　武
監 事 加　納　牧　雄
顧 問 中　山　征　治
顧 問 工　藤　重　孝
顧 問 熊　澤　清　和

地区推進委員名簿
地区名 氏　　　名

山 の 田 １ 号 日比野　博　美
山 の 田 ２ 号 鈴　木　和　弘
産 郷 有　賀　正　季
中 屋 敷 山　崎　　　勉
五 郷 山　口　健　治
三 角 成　瀬　和　男
神 戸 小木曽　文　和
下 小 里 水　野　徳　行
羽 広 高　坂　力　男
須 の 宮 和　田　芳　昭

糠 横　山　博　文
川 折 渡　辺　康　弘
桜 ヶ 丘 －
棚 田 山 福　田　正　明
河 原 加　納　利　昭
小 井 戸 平　子　勲　保
水 洗 勝　股　孝　司
中 洞 加　納　勝　浩
上 平 工　藤　定　治
大 牧 西　田　幸　也

池 工　藤　健　一
学 園 加　藤　昇　一

地 域 推 進 部 会
稲 津 町 区 長 会 会 長 工　藤　重　孝
稲 津 町 女 性 会 議 代 表 小　林　理　恵
稲津町青少年育成町民会議 会 長 工　藤　重　孝
民 生 児 童 委 員 会 代 表 水　野　富　治
瑞 浪 市 役 所 職 員 稲 津 会 代 表 工　藤　将　哉

生 涯 学 習 部 会
体 育 協 会 稲 津 支 部 支 部 長 熊　澤　清　和
稲 津 寿 大 学 学 級 長 小木曽　幸　一
稲津スポーツ・文化クラブ 理 事 長 今　井　　　收

事務支援
公 民 館 長 中　山　征　治
公 民 館 総 括 主 事 大　島　千世子
公 民 館 主 事 小　嶋　伸　江

稲津地区支援総括 正　村　京　司
まちづくり支援職員 坂　井　ひかる
まちづくり支援職員 川　畑　篤　仁
集 落 支 援 員 尾　崎　美保子

安全・防犯・防災部会
消 防 団 第 ４ 分 団 分 団 長 西　尾　佳　紀
消 防 後 援 隊 隊 長 伊　藤　吉　則
交通安全協会稲津分会 分 会 長 稲　葉　俊　光
稲 津 青 パ ト 隊 代 表 三輪田　幸　泰

自然・環境美化部会
稲 荷 神 社 奉 賛 会 会 長 小木曽　幸　一
稲 津 い き い き 会 会 長 勝　股　　　敬
文 化 財 を 守 る 会 会 長 加　知　弘　至
小 里 城 顕 彰 会 代 表 柴　田　増　三
卯 月 会 代 表 愛　知　和　幸
小里川ダム公園いやす里 代 表 小　栗　正　敏
黒の田湿地保全ボランティア 代 表 稲　葉　俊　光

産 業 部 会
小 里 消 費 生 活 協 同 組 合 組 合 長 水　野　　　武
萩 原 生 産 森 林 組 合 組 合 長 三輪田　幸　泰
稲 津 商 栄 会 会 長 小　林　由　和
稲 津 同 友 会 会 長 鈴　木　常　仁

健 康 ・ 福 祉 部 会
社会福祉協議会稲津支部 支 部 長 後　藤　　　修
稲 津 町 長 寿 会 会 長 川　村　昭　夫
萩 原 長 寿 会 会 長 勝　股　　　敬
稲 津 宅 老 所 運営委員長 梶　田　泰　子

教 育 部 会
瑞 浪 南 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 副 会 長 中　山　洋　伸
稲 津 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 岩　島　正　冶
稲 津 幼 児 園 保 護 者 会 会 長 足　立　浩　樹
稲 津 子 ど も 会 連 合 会 会 長 熊　澤　博　隆
学 用 品 　 リ エ ン ト リ ー 委 員 長 早　川　香　織
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「瑞浪市消防団　第４分団」 分団長　西尾佳紀

稲
津
を
取
り
囲
む
山
々
は
、
早

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
新
年
度
の

ス
タ
ー
ト
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
、

新
緑
か
ら
深
緑
へ
と
美
し
い
色
の

変
化
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

紙
面
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
行
事

予
定
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
化
以
降
に
は
じ
め
た
主
な

事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
10
回
を
超
え

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
作

農
体
験
、
世
代
間
の
交
流
、
芸
術
・

文
化
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
な

ど
な
ど
。
テ
ー
マ
は
異
な
り
ま
す

が
各
事
業
に
共
通
す
る
の
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
協
力
に
よ

り
続
い
て
い
る
こ
と
で
す
。ま
た
、

準
備
や
裏
方
の
仕
事
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
が
無
け
れ

ば
、
開
催
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

改
め
て
、
感
謝
！
感
謝
！
で
す
。

「
令
和
」
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

時
代
が
新
し
く
な
っ
て
も
変
わ
る

こ
と
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
動

が
継
続
し
、
活
気
と
笑
顔
の
溢
れ

る
稲
津
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

（
き
）

日　

時　

６
月
29
日（
土
）
９
時
出
発

　
　
　
　

雨
天
中
止

　
　
　
　
（
前
日
金
曜
日
午
前
９
時
に
決
定
）

集　

合　

稲
津
公
民
館

持
ち
物　

弁
当
・
水
筒
・
雨
具
な
ど

環
境
整
備
協
力
金　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
高
校
生
以
下
無
料
）

登
山
ル
ー
ト　

 

大
草
登
山
道
↓
屏
風

山
山
頂
↓
黒
の
田
湿

地（
昼
食
・
音
楽
会
）

↓
笹
平

申
込
み　

稲
津
公
民
館

　
　
　
　

☎
６
８

３
２
０
１

皆
さ
ん
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
、
現
地
に
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
草
刈
整
備
作
業

期　

日　

７
月
13
日
（
土
）

と
こ
ろ　

 

小
里
城
跡
、
水
洗
・
中
学
校
線
桜
並
木
、
旧
保
育
園
跡
、

　
　
　
　

止
静
庵
跡

集　

合　

７
時
30
分
（
止
静
庵
跡
の
み
８
時
）

山
頂
の
一
等
三
角
点
を
目
指
し
て
！

周
り
の
山
々
が
反
響
板
に
な
る
黒
の
田
湿
地
で
、
夫
婦
ユ

ニ
ッ
ト
の「
ほ
っ
こ
り
ラ
イ
ブ
」、
山
の
朗
読
と
楽
し
い
音
楽

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

屏
風
山
登
山
と
山
の
音
楽
会
♪

※これらの事業は夢づくり地域交付金を利用しています。
夫婦ユニット「Hareruzo!」

日頃は消防団活動に、ご理解とご協力いただき、誠にありがとうございます。
私たち消防団員は、各自仕事を持ちながら「町民の身体、生命及び財産を
守り、自分たちのまちは自分たちで守る」という精神に基づき、稲津町の安
全と安心を守るため活動を行っています。
平時は、いつ起こるか分からない火災や風水害などの災害に備え、消防操
法訓練などの訓練、市長特別点検、年末特別警戒を通して技術を修練し規律
を高め、団員間の信頼と団結力を高めております。
訓練活動以外にも、夏まつりや町民ふれあい大運動会に消防団として参加
し、町民の皆様との交流も図っています。

現在、稲津町の消防団（第４分団）は団員53名、災害支援団員10名の63
名が在籍しており、定員70名に対して７名不足の状態です。
全国的にも消防団員の不足が言われており、稲津も例外ではありません。
団員は常時募集しています。
世代を超えた仲間もでき、稲津町の安全と発展に貢献できる消防団活動

にぜひ参加して下さい。
今後も、信頼される消防団を目指し、団員一丸となり活動してまいります

ので、変わらぬご理解とご協力をいただきます様、よろしくお願い致します。
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